
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2001－353219
(P2001－353219A)

(43)公開日 平成13年12月25日(2001.12.25)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �A�6�1�M  5/158   

   �A�6�1�B  1/00    334

   �A�6�1�B  1/00    334 D

   �A�6�1�M  5/14    369 F

�4�C�0�6�1

�4�C�0�6�6

審査請求 未請求 請求項の数 4ＯＬ（全 5 数）

(21)出願番号 特願2000－179635(P2000－179635)

(22)出願日 平成12年6月15日(2000.6.15)

(71)出願人 000000527

旭光学工業株式会社

東京都板橋区前野町2丁目36番9号

(72)発明者 大内 輝雄

東京都板橋区前野町2丁目36番9号  旭光学

工業株式会社内

(74)代理人 100091317

弁理士 三井 和彦

Ｆターム（参考） 4C061 GG15 JJ01 JJ06

4C066 AA01 BB01 CC01 DD06 FF04

GG12 KK01 KK02

(54)【発明の名称】 内視鏡用穿刺具

(57)【要約】
【課題】針先を目標に向かって常に真っ直ぐに接近させ
て、正確な位置に容易に穿刺することができる内視鏡用
穿刺具を提供すること。
【解決手段】針管１２と可撓性シース１１の各々の少な
くとも先端付近の部分を、自然状態でほぼ真っ直ぐな超
弾性合金製パイプによって形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】先端が尖った可撓性のある針管が軸線方向
に進退自在に可撓性シース内に挿通配置されて、上記針
管を軸線方向に進退させることによりその先端が上記可
撓性シースの先端から突没するようにした内視鏡用穿刺
具において、
上記針管と上記可撓性シースの各々の少なくとも先端付
近の部分を、自然状態でほぼ真っ直ぐな超弾性合金製パ
イプによって形成したことを特徴とする内視鏡用穿刺
具。
【請求項２】薬液等を注入するための注入口金が基端側
に接続されて先端が尖った形状に形成された針管の少な
くとも先端付近の部分を超弾性合金製パイプによって形
成されている請求項１記載の内視鏡用穿刺具。
【請求項３】少なくとも上記内視鏡用穿刺具が内視鏡の
処置具挿通チャンネルに挿通された時に上記内視鏡の先
端から外部に突出する部分が、上記超弾性合金製パイプ
によって形成されている請求項１又は２記載の内視鏡用
穿刺具。
【請求項４】上記超弾性合金が、ニッケル－チタン系合
金である請求項１、２又は３記載の内視鏡用穿刺具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルに挿通されて体内の患部に薬液注射等を
行うために用いられる内視鏡用穿刺具に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用穿刺具は一般に、先端が尖った
可撓性のある針管が軸線方向に進退自在に可撓性シース
内に挿通配置され、針管を軸線方向に進退させることに
よりその先端が可撓性シースの先端から突没するように
なっている。
【０００３】そのような内視鏡用穿刺具において従来
は、可撓性シースとしては、ステンレス鋼線を一定の径
で密着巻きしたコイルパイプや合成樹脂製の可撓性チュ
ーブが用いられ、針管としてはステンレス鋼パイプ等が
用いられている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】可撓性シースとしてコ
イルパイプが用いられたものは、可撓性シースの肉厚が
厚くなって外径が太くなってしまうだけでなく、コイル
の隙間に入り込んだ汚物等を完全に洗浄するのが難しい
等の問題がある。
【０００５】また、可撓性チューブやステンレス鋼パイ
プ等は、各々に小さな曲率半径で曲げられると塑性変形
をして曲がり癖が付く性質がある。そのため、例えば図
６に示されるように、内視鏡挿入部１の先端付近に形成
された湾曲部２が小さな曲率半径で曲げられた状態で、
穿刺具１０が処置具挿通チャンネル３に挿通されると、
それによって、穿刺具１０を構成する可撓性シース１１
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と針管１２に曲がり癖が付いてしまう。
【０００６】その結果、内視鏡挿入部１の先端から突出
した穿刺具１０の先端が真っ直ぐに目標患部１００に向
かわなくなってしまい、正しい位置に注射をするのに大
幅に時間がかかってしまう場合がある。
【０００７】また、内視鏡が処置具起上台を有する場合
には、処置具起上台部分を通過する際に穿刺具１０の可
撓性シース１１と針管１２とに曲がり癖が付いて、同様
の現象が発生する場合がある。
【０００８】そこで本発明は、針先を目標に向かって常
に真っ直ぐに接近させて、正確な位置に容易に穿刺する
ことができる内視鏡用穿刺具を提供することを目的とす
る。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用穿刺具は、先端が尖った可撓性の
ある針管が軸線方向に進退自在に可撓性シース内に挿通
配置されて、針管を軸線方向に進退させることによりそ
の先端が可撓性シースの先端から突没するようにした内
視鏡用穿刺具において、針管と可撓性シースの各々の少
なくとも先端付近の部分を、自然状態でほぼ真っ直ぐな
超弾性合金製パイプによって形成したものである。
【００１０】なお、内視鏡用穿刺具に可撓性シースが含
まれない場合には、薬液等を注入するための注入口金が
基端側に接続されて先端が尖った形状に形成された針管
の少なくとも先端付近の部分を超弾性合金製パイプによ
って形成すればよい。
【００１１】そして、少なくとも内視鏡用穿刺具が内視
鏡の処置具挿通チャンネルに挿通された時に内視鏡の先
端から外部に突出する部分が、超弾性合金製パイプによ
って形成されていればよい。
【００１２】なお、超弾性合金が、ニッケル－チタン系
合金であってもよい。
【００１３】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は、本発明の第１の実施例の内視鏡用穿
刺具１０を示しており、先端に注射針状の尖った針先１
２ａが形成された可撓性のある針管１２が、内視鏡の処
置具挿通チャンネルに挿脱される可撓性シース１１内に
軸線方向に進退自在に挿通配置されている。
【００１４】可撓性シース１１と針管１２は、共に、自
然状態でほぼ真っ直ぐな例えばニッケル－チタン系の超
弾性合金製パイプによって形成されている。超弾性合金
は、金属としては弾性限界が非常に大きく、金属として
の耐圧縮性等を持ちながら曲がり癖が付き難い。
【００１５】具体的には、超弾性合金製パイプは、ステ
ンレス鋼製パイプに比べて５分の１ないし８分の１程度
の小さな曲率半径で曲げられても、外力が取り除かれれ
ば元の真っ直ぐな状態に戻る特性を有する。
【００１６】可撓性シース１１の基端には、操作者が手



(3) 特開２００１－３５３２１９

10

20

30

40

3
で保持するための保持部１３が固定的に連結されてお
り、針管１２の基端には、図示されていない注射筒等を
接続することができるルアーロック口金１４ａが形成さ
れた注入口金１４が固定的に連結されている。
【００１７】注入口金１４は軸線方向に進退自在に保持
部１３内に嵌合しており、保持部１３を保持して注入口
金１４を移動させることにより、針管１２が可撓性シー
ス１１内で軸線方向に進退して、針先１２ａが可撓性シ
ース１１の先端から突没する。
【００１８】図２は、針先１２ａが可撓性シース１１内
に引き込まれた状態を示しているが、図３は針先１２ａ
が可撓性シース１１の先端から突出した状態を示してお
り、保持部１３に取り付けられた手動ネジ１３ａを締め
込むことにより、注入口金１４が保持部１３に対して固
定されて、針管１２が可撓性シース１１に対して固定さ
れた状態になる。
【００１９】図４は、内視鏡挿入部１の先端付近に形成
された湾曲部２が小さな曲率半径で曲げられた状態で、
上述のように構成された穿刺具１０が内視鏡の処置具挿
通チャンネル３に挿通されて使用されている状態を示し
ており、図１はその部分拡大断面図である。
【００２０】穿刺具１０の可撓性シース１１と針管１２
は、内視鏡の湾曲部２内で小さな曲率半径で曲げられた
処置具挿通チャンネル３に沿って曲がりながら先端部本
体４の先から突出されるが、いずれも超弾性合金製パイ
プによって形成されているので、先端部本体４から外部
空間に突出した先端部分は自己の弾性によって真っ直ぐ
な状態に戻る。
【００２１】したがって、穿刺具１０は先端部本体４か
ら目標患部１００に向かって真っ直ぐに突き出され、薬
液等を狙いどおりの正しい位置に容易に注射することが
できる。
【００２２】なお、使用時に先端部本体４から突出され
ない部分にはある程度の曲がり癖が付いても大きな悪影
響はない。そこで、図１にＡで示されるように、可撓性
シース１１及び針管１２共に、少なくとも先端部本体４
から突出される部分（例えば可撓性シース１１は先端か
ら１０ｍｍ以上、針管１２は針先１２ａから１５ｍｍ以
上の部分）が、自然状態でほぼ真っ直ぐな超弾性合金製
パイプにより形成されていればよい。なお、いずれも最
大限１５０ｍｍ程度の長さが超弾性合金製パイプで形成
されていれば、実用上充分である。
【００２３】また、図５に示されるように、穿刺具１０
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が可撓性シース１１を有しておらず針管１２の基端に注
入口金１４が連結されただけの構造の場合には、針管１
２を超弾性合金製パイプで形成すればよく、その場合
も、少なくとも内視鏡の先端部本体４から突出される部
分Ａが、自然状態でほぼ真っ直ぐな超弾性合金製パイプ
で形成されていればよい。
【００２４】なお、本発明は注射を目的とする内視鏡用
穿刺具に限定されるものではなく、組織採取等の目的に
使用される内視鏡用穿刺具等に適用してもよい。
【００２５】
【発明の効果】本発明によれば、針管と可撓性シースの
各々の少なくとも先端付近の部分を自然状態でほぼ真っ
直ぐな超弾性合金製パイプによって形成したことによ
り、針先を内視鏡から目標に向かって常に真っ直ぐに接
近させて、狙ったとおりの正確な位置に容易に穿刺する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用穿刺具の先端
部分が内視鏡挿入部の先端から突出した状態の部分拡大
断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用穿刺具の針先
が可撓性シース内に引き込まれた状態の側面断面図であ
る。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用穿刺具の針先
が可撓性シースの先端から突出した状態の側面断面図で
ある。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡用穿刺具の使用
状態の略示図である。
【図５】本発明の第２の実施例の内視鏡用穿刺具の側面
断面図である。
【図６】従来の内視鏡用穿刺具の使用状態の略示図であ
る。
【符号の説明】
１  内視鏡挿入部
２  湾曲部
３  処置具挿通チャンネル
４  先端部本体
１０  穿刺具
１１  可撓性シース
１２  針管
１２ａ  針先
１４  注入口金
１００  目標患部
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